















































































































































たようである。(図 9，10， 11) 
小さい頃から， TVゲームで育ち，バーチャルな世界
のものばかり見慣れている生徒にとって本物に触れ
る」という行為は，ねらい以上に大きなイシパケトがあっ
図9 ペット型ロボッ卜の動作を観察
図 10 ペット型ロボットの各種センサを確認
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図 11 ペット型ロボッ卜の能力に感動
たようである。
これから， このペット型ロボットを使った制御学習の
展開に期待が持てる 生徒の反応ぶりであった。
V. 今後の課題
現在附属中学校における情報教育の一番の課題は，
ハードの不足である。教科としては，前述のように技術・
家庭科を中心に美術科，社会科等で利用しているもの
の，クラス単位で40人が十分利用するためには，現在
のところ，情報学習室 1室しか部屋がなく，すべての教
科で使うには時間を調整しでも限界がある。総合的な学
習における調べ学習では 同じ時間に4クラスが同時展
開するために，時間差をつけても情報学習室は，すし詰
め状態である。
これらを打開するには 各教室に運びこんで利用でき
るノート型コンビュータが各学年に 10台程度，そして理
科室や技術室等の特別教室には各班 1台のノート型コン
ビュータの設置が望まれる。国をあげて 1T教育が提唱
されている今，研究開発校の使命を背負っている本校は，
すべての教科で日常的に授業の中で 1Tが効果的に取り
入れられるべきで 機器が足りない という理由でほと
んど活用されていない教科があるというのは由々しき問
題である。
ここ数年，教育分野のデジタルコンテンツの充実が著
しい。かつては制作に向けて莫大な時間と費用がかかり，
その割には利用者が少ないという実態があった。しかし，
最近では，高性能なデジタル機器の普及もあって本県の
技術・家庭科研究会のように 現場の教員が制作した秀
逸なコンテンツも登場するようになってきた。(注 1) 
他教科でも NICER(注2)等には多数の教育用コン
テンツがあり，授業の中で効果的に活用すれば，その教
育効果は大きなものになると予測される。本校はすべて
の教室に情報コンセントが設置されているだけでなく，
全教室から無線LANが使用できる O 小型の高輝度フ。口
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ジェクタとノート型コンビュータが 数十年前に告教宅
にOHPが設置されたときと同じように，大学の理解を
得て， 1日も早く設置されることを望んでいる。
私は20年前，この附属中学校で教育実習をさせていた
だいた。その時， どの特別教室にもあたりまえのように，
L当時50万円近くした実物投影機が設置されていて，使い
勝手の良さと，教育効果の大きさに感動したものである。
翌年，全校生徒 100人程度の小規模校に赴任した際，そ
の学校には教育仁学機器と呼べるものは，ビデオデッキ
が数台あるだけという現状であった。そのような状況の
中で，カメラ用の接写台を数千円で購入してもらい，そ
れに自前のビデオカメラを取り付けて簡易実物投影機と
して，授業の中で活用した。その利便性と教育効果の大
きさが，多くの教員や管理職から賛同を得ることとなり，
高価な実物投影機を導入してもらった経験がある。
ほとんどの公立中学校やその管理者である自治体は，
どこも財政事情が厳しく，簡単に多くのノート型コン
ビュータやプロジェクタは購入できないのが現状である。
しかしながら，教育効果の大きさを説得することによっ
て，現状は打開できるはずで，研究開発校である本校が
率先してそれらを実施し 県下の多くの先生方にその蝶
子を参観してもらうことは，本校の教育水準を高めるば
かりでなく，県下唯一の附属中学校として徳島県ドの中
学校をリードし，県の教育界全体の 1T利用を促進して
いく，という使命にも合致していると考える。
それに伴って，附属中学校で教鞭をとる我々が，デジ
タルコンテン、ソ等の授業への積極的な利用を今まで以上
に，全教科で研究していくのは言うまでもなし )0
また，現在でもそうだが，その機器の台数が増加する
につれて，メンテナンスが必要となる場面も多くなる O
担当教師が授業やクラスを受け持ちつつ，それらにあた
るのには限界があり 日常業務にも支障が出ている。そ
れらに迅速に対応してもらえる人的配置も課題である。
幸い，本校のシステムの根幹をなす， Linuxサーバは，
常に大学から遠隔操作で維持管理(吉田研究室)してい
ただいており，大変助かっている。
今後一層の情報教育推進が注目される中，附属中学校
として要求されている 先進的で かつ内容の深い取り
組みについては，大学の技術講座各研究室より，前述の
ように，ソフト面で多大な支援をいただいている。それ
故にこれからは，ハード面でもより一層の支援をいただ
いて，全教育活動に於いて，情報教育が今まで以 kに推
進できるよう，附属中学校職員一同，全力で取り組む所
存である O
(注 1) 
http://fuzoktOO.secsch.naruto-u.ac.jp/-tokugika!kyoushitu/index.html 
(注 2)
教育情報ナショナルセンター http://www.nicer.go.jp/
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